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　４月７日（日）、日本で唯一の
一般市民が乗船できる練習帆船
「みらいへ」が牛窓港に寄港し、
帆船クルーズの体験イベントが
開催されました。

　参加者らは、掛け声に合わせてロープを引いて帆を張ったり、
船長服を着て舵を取ったりするなどして、めったにできない体験
を楽しんでいました。また、デッキで行われたゲーム大会では、
大人も子どもも夢中になってゲームを楽しみ、船上は大きな歓声
で包まれました。



   

主
な
事
業

▽
公
共
施
設
の
再
編
整
備

　

５
、２
２
２
万
円

　
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
庁
舎

再
編
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

長
船
地
区
の
公
共
施
設
（
長
船
支

所
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
、
長
船
分

駐
所
、
長
船
町
公
民
館
）
に
つ
い

て
、
一
体
的
に
整
備
し
、
未
耐
震

施
設
の
解
消
や
事
務
効
率
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

▽
市
民
活
動
の
応
援

　

２
、６
２
２
万
円

　
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
自
治
会
や
市
民
活
動

団
体
の
公
益
的
な
活
動
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
提
示
す
る
地
域
課

題
を
、
市
と
の
協
働
で
解
決
を
図

る
市
民
活
動
団
体
の
提
案
事
業
に

対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
（
応
援
寄
附
）

の
推
進　
　
　

 

６
、３
３
３
万
円

　
瀬
戸
内
市
を
応
援
し
よ
う
と
す

る
個
人
や
団
体
か
ら
広
く
寄
附
金

を
募
り
ま
す
。
寄
附
者
に
対
し
て

市
の
特
産
品
に
よ
る
お
礼
を
し
、

寄
附
金
を
財
源
と
し
て
産
業
の
振

興
、
教
育
の
振
興
な
ど
の
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

▽
定
住
の
促
進　

２
、３
０
８
万
円

　
お
試
し
住
宅
の
運
営
や
協
働
の

空
き
家
活
用
促
進
事
業
補
助
、
移

住
フ
ェ
ア
で
の
魅
力
発
信
、
移
住

相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
住
促
進
補
助
金
に
よ

り
東
町
ひ
ま
わ
り
団
地
と
牛
窓
西

浜
団
地
の
分
譲
宅
地
の
販
売
を
促

進
し
ま
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
管
理
・

運
営　
　

 

２
億
５
、２
３
３
万
円

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
玉
津

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
や
邑
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
を
行
い
ま
す
。

▽
協
働
の
推
進　

３
、１
２
１
万
円

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落
支

援
員
を
活
用
し
た
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
枠
組
み
で
の
地

域
自
治
組
織
を
設
立
す
る
モ
デ
ル

地
区
を
選
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
応

援
交
付
金
を
交
付
す
る
と
と
も
に

集
落
支
援
員
な
ど
の
人
的
支
援
を

行
い
ま
す
。

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

　

４
、７
８
９
万
円

　
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上

げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の

消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る

と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
消
費
を

喚
起
す
る
た
め
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

▽
公
共
交
通
施
策
の
充
実

　

３
、８
７
２
万
円

　
市
営
バ
ス
の
運
行
や
タ
ク
シ
ー

活
用
補
助
、
民
間
路
線
バ
ス
の
虫

明
・
長
島
愛
生
園
の
増
便
な
ど
に

よ
り
公
共
交
通
施
策
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
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 平成 31 年度

 当 初 予 算
区　分 予算額（万円） 前年度比

一般会計 1,834,419 2.3%

特
別
会
計

国民健康保険 433,434 △ 2.5%

裳掛診療所 2,677 △ 4.3%

介護保険 444,943 2.7%

後期高齢者医療 56,000 △ 0.3%

土地開発事業 2,941 △ 0.6%

企業団地造成事業 58,728 △ 31.1%

計 998,723 △ 2.5%

事
業
会
計

病院事業 206,946 2.8%

水道事業 288,882 △ 25.0%

下水道事業 264,373 △ 7.8%

計 760,201 △ 12.9%

合計 3,593,343 △ 2.6%

▽会計別当初予算

地方譲与税・各種交付金（5.0%）
9億1,700万円

地方交付税（20.8%）
　　38億1,000万円

県支出金（5.4%）
9億8,487万円

市税（30.0%）
55億946万円

自主財源
  （48.0％）依存財源

  （52.0％）

繰入金（10.2%）
18億6,750万円

諸収入（2.8%）  5億1,814万円

国庫支出金（8.4%）
15億4,462万円

市債（12.4%）
22億7,090万円

使用料・手数料（1.0%）
1億8,640万円

分担金・負担金（0.7%）
1億3,477万円

財産収入・寄附金・
繰越金（3.3%）
6億53万円

商工費（0.9%）  1億5,775万円

土木費（15.2%）
27億8,424万円

民生費（30.8%）
 56億4,206万円

予備費（0.5%）  1億円農林水産業費（2.7%）
4億9,680万円

議会費（1.0%） 1億8,189万円

消防費（3.9%）
7億1,942万円

公債費（9.7%）
17億7,665万円

衛生費（11.3%）
 20億7,751万円

労働費（0.1%）  1,900万円

教育費（12.6%）
23億1,930万円

総務費（11.3%）
20億6,957万円

目的別
歳出

■市税・財産収入は増加、地方交付税・市債は減少■市の持続的な発展のための投資的経費などを計上

市営バス

　平成 31年度の当初予算は、限られた財源の中、
市の持続的な発展を目指し、子育てや教育、生活基
盤の整備に力を入れたものとしています。
　一般会計の予算額は、前年度当初と比べて４億
1,299万円増の183億 4,419万円で、合併後最大の
予算規模となっています。
　また、特別会計は、２億6,126万円減の99億8,723
万円、事業会計は、11億 2,947万円減の76億 201
万円となり、全会計の総額は、９億7,774万円減の
359億 3,343万円となっています。
※山鳥毛購入関連予算については、補正予算として
　成立したため、本内容に含まれていません。

予   算   概   要

全会計の総額は
前年度当初と比べて 2.6％減

歳 入 の 内 訳歳 出 の 内 訳

　一般会計の歳入のうち、市税は、景気の動向や主要企
業の設備投資などにより、前年比 13.3％（６億 4,742 万
円）増の 55 億 946 万円を見込んでいます。
　財産収入は、メガソーラー事業の開始に伴い錦海塩田
跡地の貸付料収入の増加などにより、前年比63.4％（１億
9,043 万円）増の４億 9,056 万円を見込んでいます。
　地方交付税は、普通交付税の合併算定替え特例期間の
終了による段階的な削減や税収増に伴う基準財政収入額
の増加などにより、前年比 9.3％（３億 9,000 万円）減
の 38 億 1,000 万円を見込んでいます。
　市債は、上水道事業に対する出資金の減額などにより
前年比 10.8％（２億 7,600 万円）減の 22 億 7,090 万円
となっています。

　一般会計では、市民活動を応援するための補助金、中学
生までの医療費の無料化、小・中学校、幼稚園、保育園な
どへの外国人講師の派遣、有害鳥獣被害防止対策などの経
費を計上しています。
　主な投資的経費は、長船地区の庁舎再編事業、コミュニ
ティ施設やＪＲ駅前等の整備事業、学校施設長寿命化計画
に基づく整備事業、教育施設や市役所本庁への省エネエア
コンの設置・照明の LED化などとなっています。
　特別会計では、国民健康保険特別会計の給付費やヘルス
アップ事業費、介護保険特別会計の給付費や介護予防事業
費、後期高齢者医療特別会計の保健事業費、土地開発事業
特別会計の分譲宅地販売促進経費などを計上しています。
　また、事業会計では、病院事業会計の駐車場整備費や医
療機器購入費、水道事業会計の施設整備費、下水道事業会
計の管渠整備費などを計上しています。
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基金残高の状況（普通会計）

29
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

31
年
度
見
込

30
年
度
見
込

市債残高の推移（普通会計） 単位：百万円

単位：百万円
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▽
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

１
、０
０
２
万
円

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
証
明
、

印
鑑
証
明
、
所
得
証
明
を
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
ま
す
。

▽
小
児
医
療
費
の
助
成

　

１
億
６
、１
６
９
万
円

　
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
料

化
し
、子
育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

▽
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

　

１
、９
７
２
万
円

　

生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
た

め
、
自
立
に
向
け
た
支
援
プ
ラ
ン

の
作
成
、
家
計
相
談
、
就
労
機
会

の
提
供
、
居
住
確
保
給
付
金
の
交

付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
裳
掛
こ
ど
も
園
送
迎
用
駐
車
場
の
整
備

　

４
、５
３
８
万
円

　
裳
掛
小
学
校
の
旧
プ
ー
ル
を
解

体
撤
去
し
、
裳
掛
こ
ど
も
園
の
送

迎
用
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。

▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　

１
億
３
、６
３
４
万
円

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

　
ま
た
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
に
よ

る
捕
獲
・
防
護
対
策
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

よ
る
市
道
整
備

　

３
億
９
１
０
万
円

　
市
道
錦
海
師
楽
線
の
整
備
、
市

道
舗
装
の
個
別
施
設
計
画
策
定
、

橋
梁
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
Ｊ
Ｒ
駅
前
な
ど
の
整
備

　

６
億
５
、０
３
０
万
円

　
市
内
３
駅
の
ト
イ
レ
、
駅
前
広

場
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

▽
牛
窓
海
遊
文
化
館
の
改
修

　

３
８
２
万
円

　
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
資
料
や

牛
窓
だ
ん
じ
り
を
効
果
的
に
展
示

て
、
指
定
管
理
者
制
度
や
委
託
に

よ
る
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
邑
久
地
区
に
民
間
運
営

の
ク
ラ
ブ
を
１
施
設
誘
致
し
ま
す
。

▽
各
種
予
防
接
種
の
実
施

　

９
、０
６
８
万
円

　
子
ど
も
や
高
齢
者
の
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
流
行
し
て
い
る
風
し
ん

に
つ
い
て
、
予
防
接
種
の
機
会
が

な
か
っ
た
世
代
の
男
性
に
対
し
て

の
抗
体
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
の
実
施

　

４
億
４
、３
２
７
万
円

　
環
境
省
の
公
共
施
設
等
先
進
的

Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業

に
よ
り
、
教
育
施
設
な
ど
へ
の
省

エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
と
照
明
の

省
エ
ネ
改
修
、
市
役
所
本
庁
舎
の

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ２

排
出
削
減
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強
化

　

２
、９
６
０
万
円

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
削
減
を
図
る
た
め
、
防
護
柵
等

設
置
補
助
金
、
捕
獲
事
業
補
助
金

を
拡
充
し
ま
す
。

す
る
た
め
に
施
設
整
備
を
行
い
ま

す
（
本
年
度
は
実
施
設
計
の
み
）。

▽
黒
井
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
駐

車
場
ト
イ
レ
の
改
修

　

５
４
５
万
円

　
道
の
駅
の
活
性
化
の
た
め
に
、

洋
式
化
も
含
め
た
ト
イ
レ
の
改
修

を
行
い
ま
す
（
本
年
度
は
実
施
設

計
の
み
）。

▽
消
防
新
防
火
衣
の
整
備

　

１
、７
７
３
万
円

　
新
基
準
に
対
応
し
た
防
火
衣
に

更
新
し
、
消
防
活
動
の
安
全
性
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

▽
災
害
特
殊
水
槽
付
ポ
ン
プ
車
の

整
備　
　
　
　

 

７
、７
０
０
万
円

　
水
利
事
情
が
不
利
で
あ
っ
て
も

効
果
を
発
揮
で
き
る
車
両
に
更
新

し
、
大
規
模
災
害
や
特
殊
火
災
に

も
効
率
的
な
消
火
活
動
が
で
き
る

体
制
を
整
え
ま
す
。

▽
英
語
教
育
、
英
語
活
動
の
推
進

　

４
、１
５
９
万
円

　
幼
児
期
か
ら
小
・
中
学
校
ま
で

に
英
語
に
な
れ
親
し
む
機
会
を
確

保
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

▽
夢
二
の
ふ
る
さ
と
芸
術
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

　

６
４
８
万
円

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
、
竹
久
夢
二
作
詞
の
曲
を
課
題
曲

と
し
た
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
プ
レ
ミ

ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る
市
民
参
加
型
の
行
事
を
実
施
し

ま
す
。

▽
長
船
学
校
給
食
調
理
場
調
理
業

務
な
ど
の
民
間
委
託

　

３
、６
５
４
万
円

　
８
月
か
ら
長
船
学
校
給
食
調
理

場
で
の
調
理
・
配
送
・
洗
浄
業
務

を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
実
施

し
ま
す
。

▽
体
育
施
設
の
改
修

　

２
、１
３
５
万
円

　
牛
窓
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ
レ
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
使

用
を
中
止
し
て
い
る
牛
窓
体
育
館

の
耐
震
診
断
を
行
い
、
施
設
管
理

の
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

▽
新
市
民
病
院
の
整
備

　

１
億
８
３
４
万
円

　
旧
病
院
跡
地
に
整
備
す
る
駐
車

場
の
外
構
お
よ
び
舗
装
工
事
を
行

い
、
通
院
や
入
院
す
る
人
の
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

▽
医
療
機
器
の
整
備

　

９
９
０
万
円

　
超
音
波
診
断
（
エ
コ
ー
）
画
像

な
ど
を
動
画
で
保
存
す
る
シ
ス
テ
ム

の
整
備
や
携
帯
心
電
計
の
更
新
、

避
難
用
担
架
（
エ
ア
ー
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
）の
購
入
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
上
水
道
施
設
の
統
合
整
備

　

７
億
２
５
８
万
円

　

福
山
浄
水
場
施
設
の
更
新
整

備
、
北
島
送
水
管
の
布
設
工
事
を

行
い
、
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図

り
ま
す
。

   

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組

　
平
成
30
年
10
月
に
策
定
し
た
財

政
運
営
適
正
化
計
画
に

沿
っ
て
、
持
続
可
能
で
安

定
し
た
財
政
運
営
の
実
現

に
向
け
、
財
政
健
全
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
市
有
地

の
貸
付
け
に
よ
る
収
入
の

確
保
、
公
営
企
業
会
計
繰

出
金
の
抑
制
、
市
単
独
補

助
金
の
見
直
し
、
事
業
用

機
器
の
更
新
時
期
の
見
直

し
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
方
交
付
税
の
削
減
や
人

口
減
少
社
会
の
課
題
に
対

応
し
ま
す
。

力
の
素
地
を
養
う
た
め
、
小
・
中

学
校
、
幼
稚
園
、
公
立
保
育
園
に
外

国
人
講
師
を
派
遣
し
、英
語
教
育
、

英
語
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
教
育
支
援
員
な
ど
の
配
置

　

１
億
６
、２
４
３
万
円

　
教
育
支
援
員
、
非
常
勤
講
師
や

担
任
な
ど
の
配
置
に
よ
り
、
き
め

細
か
な
教
育
を
行
い
ま
す
。

▽
学
校
施
設
の
整
備

　

６
億
８
、９
３
８
万
円

　
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
牛
窓
西
小
学
校
特
別
教
室

棟
、
邑
久
小
学
校
南
棟・プ
ー
ル・

便
所
棟
な
ど
、国
府
小
学
校
校
舎
、

行
幸
小
学
校
校
舎
、
牛
窓
中
学
校

校
舎
、
牛
窓
東
幼
稚
園
園
舎
の
改

修
の
た
め
の
実
施
設
計
や
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

区分 配　置

幼稚園
支援員、非常勤講師や担任、
巡回指導を行う専門相談員、
預かり保育員

小学校 支援員、非常勤講師や担任、
図書館司書、業務アシスタント

中学校 支援員、非常勤講師や担任、
図書館司書、生徒指導員

▽支援員などの配置

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
財
政
調
整
基
金
は
災
害
や
収
入

不
足
に
備
え
る
た
め
の
積
立
て
で

あ
り
、
当
初
予
算
編
成
後
の
基
金

残
高
は
30
億
５
、０
３
１
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
一
般
会
計
の
市
債
残
高

は
、
水
道
事
業
会
計
の
施
設
整

備
に
伴
う
出
資
金
や
Ｊ
Ｒ
駅
前

等
整
備
な
ど
の
財
源
と
す
る
合
併

特
例
事
業
債
や
牛
窓
地
域
の
教

育
施
設
や
観
光
施
設
の
改
修
な

ど
の
財
源
と
す
る
過
疎
対
策
事
業

債
、
学
校
教
育
施
設
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
く
整
備
の
財
源
と

す
る
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業

債
の
借
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
本

年
度
末
で
は
前
年
度
末
と
比
べ

て
６
億
２
、７
９
９
万
円
増
加
し
、

約
１
８
１
億
８
４
７
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
事
業
会
計
に
お
い
て
も
、
上
水

道
施
設
の
統
合
整
備
な
ど
に
よ
り

借
入
が
増
加
し
て
お
り
、
市
全
体

の
市
債
残
高
は
約
３
８
２
億
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

財
政
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

   

基
金
・
市
債
残
高
の
状
況

　
平
成
31
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
駅
前
等

整
備
事
業
、
公
共
施
設
の
適
正
管

理
に
向
け
た
庁
舎
再
編
、
施
設
長

寿
命
化
事
業
な
ど
の
生
活
基
盤
の

整
備
や
子
育
て
関
連
施
策
な
ど
将

来
に
向
け
た
投
資
を
行
い
、
魅
力

あ
る
瀬
戸
内
市
の
創
出
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
財
源

不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
財
政
調

整
基
金
を
５
億
円
取
り
崩
し
て
予

問

邑久駅前広場

昨年開催の夢二コンクール
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市職員の給与状況
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められていますが、市民の皆さんにより
一層のご理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。
　総務課　☎０８６９-２２ - ３９０９

５  職員の初任給の状況　H30.4.1 現在
区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

179,200 179,200

高校卒 147,100 147,100

技能労務職 高校卒 144,500 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H30.4.1 現在

区分
経験年数

10 年 20 年 25 年 30 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

232,343 332,414 374,500 383,625

高校卒 － － 330,775 375,860

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）

（１） 期末手当・勤勉手当　H30.4.1 現在
区分 ６月期 12 月期 計

期末手当 月分 1.225 1.375 2.60
勤勉手当 月分 0.900 0.900 1.80

（３） 特殊勤務手当　H30.4.1 現在
支給実績（29 年度決算） 2,753 千円

支給職員１人当たり平均支給年額（29 年度決算） 37,712 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（29 年度） 19.3%

手当の種類（手当数） 6
手当名 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円
行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 一般廃棄物の処理業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300～ 500 円
救急出動等 １回 150～ 510 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（29 年度決算） 74,597 千円

職員１人当たり平均支給年額（29 年度決算） 189 千円

10  部門別職員数の状況と主な増減理由 　

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
H29.4.1 H30.4.1

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 4 人 4 人 0 人

総務 78 77 △ 1 再任用職員の登用
税務 21 22 1 業務増への対応

農林水産 6 7 1 機構改革による事務分掌
の変更

商工 6 5 △ 1 機構改革による事務分掌
の変更

土木 16 16 0
民生 78 81 3 保育所増改築による増員
衛生 30 31 1 臨床心理士の配置
計 239 243 4

教育部門 68 65 △ 3 退職不補充、民間委託など
消防部門 72 72 0
小計 379 380 1   

公
営
企
業

   

会
計
等
部
門

病院 117 119 2 体制強化・充実による増員
水道 26 26 0
下水道 10 10 0
その他 22 21 △ 1 退職不補充など
小計 175 176 1

合計 554 556 2

１ 人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（H30.1.1 現在）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費比率
B/A

人 千円 千円 千円 ％

37,741 18,154,508 646,462 3,050,085 16.8
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 29 年度普通会計決算）
職員数
A

給与費 １人当たり給与費
B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

人 千円 千円 千円 千円 千円

379 1,383,795 216,065 531,083 2,130,943 5,623
（注）職員手当には退職手当を含みません。また、職員数は平成 29 年 4月 1日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H30.4.1 現在
瀬戸内市 県内 14 市平均（岡山市を除く）

96.1 98.8
（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準

を示す指数です。

（２） 退職手当　H30.4.1 現在
区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額

　自己都合 月分 19.6695 28.0395 39.7575 47.709
　勧奨・定年 月分 24.586875 33.27075 47.709 47.709
　平成 29 年度１人当たり平均支給額　勧奨・定年 20,720 千円
（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 29 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H30.4.1 現在

手当名 内容・支給単価 支給実績
（29 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（29 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶
養親族１人につき 6,500 ～ 10,000 円

千円 円

36,941 226,632

地域手当 東京都特別区　給料の 20％ 1,252 626,000
住居手当 借家のみ 12,000 ～ 27,000 円 25,495 271,223

通勤手当

　・交通機関利用者
　運賃の額に応じて最高 55,000 円
　まで支給
　・自動車などの使用者
　距離に応じて 2,000 ～ 31,600 円

25,065 70,606

単身赴任手当 距離に応じて 88,000 円を上限として支給 1,488 744,000
管理職手当 職に応じて 31,000 ～ 53,000 円 43,092 473,538
管理職員特別
勤務手当

管理職が緊急時、休日等に勤務した場合
１回上限 4,000 円、６時間超 6,000 円 968 0

宿日直手当 １回 4,200 円 4,414 21,851

９ 特別職の報酬等の状況 　H30.4.1 現在
区分 給料月額 期末手当

給
料
市長

円

平成29年度支給割合2.95月分（６月期1.4
月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置 44％

880,000
副市長 720,000   
教育長 640,000

報
酬

議長 450,000
平成29年度支給割合 3.05月分（６月期1.45
月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置 15%副議長 380,000

議員 350,000

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H30.4.1 現在
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

42.2 310,100

技能労務職 55.5 289,700
（注）平均給料月額とは、平成 30 年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

問

７  一般行政職の級別職員数の状況　H30.4.1 現在
区分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

計
標準的な職務内容 部長・参与 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人
14 24 21 41 38 30 36 204

構成比
％
6.9 11.8 10.3 20.1 18.6 14.7 17.6 100.0

《コミュニケーションの方法》
●手話　手や指、体や表情を使って話をする言葉です。
●口話　口の動きを見て、言葉を読み取ります。
●空書　空中にひらがなや簡単な漢字など、伝えたいこ
　とを書く方法です。
●指文字　日本語の 50 音を指で表現します。人名、地
　名など手話の補足に用いられます。
●筆談　紙や手のひらに文字や数字などを読みやすい文
　字、短い言葉で分かりやすく書いて伝えます。
●手話通訳　手話を声に変えたり、声を手話に変えたり
　して伝えます。
●要約筆記　声を文字に変えて伝えることです。紙に書
　いたり、スクリーンに文字を映したりして伝えます。

《聴覚障害者とは》
●ろう者　耳が聞こえない人のうち、手話でコ
　ミュニケーションをとって日常生活を送る人
　のことです。
●難聴者　聞こえにくい人をいいます。聞こえ
　の程度はさまざまで、補聴器を使用すれば会
　話ができる人から、音は聞こえていても、言
　葉としては聞き取れない人もいます。
●中途失聴者　言葉（音声言語）を獲得した後
　で、失聴した人をいいます。発声が可能な人
　が多く、聞こえていると誤解されるため、不
　便な思いをしている人もいます。

《市が行う取り組み・事業》
①手話の意義と理解促進
　・市ホームページや広報紙などを活用し、手話に関する情報を提供。
　・市民を対象とした手話講座のほか、市内保育園、幼稚園、小・中学校などへ 
　ろう者と共に出向き、手話に触れる機会作り。
　・手話奉仕員養成講座（入門編・基礎編）を隔年で実施（本紙 11 ページ参照）。
②ろう者が手話を利用しやすい環境整備
　・福祉課（火・水・金曜日）・市民課（月・木曜日）へ、手話通訳者を設置。
　・市が主催の行事に手話通訳を配置。
　・市職員を対象とした手話講座を開催。
③手話による意思疎通支援
　・ろう者の希望に応じ、病院や学校などへ手話通訳者を派遣。
　・消防緊急通報時に、手話通訳者を派遣。

　福祉課
☎０８６９-２６ - ５９４３
FAX ０８６９ - ２６ - ８００２

問

《条例に基づく責務》
●市の責務　手話に対する市民の理解を広げ、手話の普及および手話を使いやすい環境を構築します。
●市民の責務　手話を使用しやすい環境づくりなどに努め、ろう者が暮らしやすい地域社会をつくります。
●事業者の責務　手話への理解を深め、ろう者が利用しやすいサービスの提供と働きやすい環境整備に努めます。

【瀬戸内市手話言語条例】
　瀬戸内市では、「手話は言語である」との認識に基づき、手話の理解と普及の促進、手話
を使用しやすい環境づくりを進めるため、平成 30 年３月 20 日に『瀬戸内市手話言語条例』
を制定しました。
　ろう者と聞こえる人たちがお互いに尊重し合い、助け合いながら心豊かに共生することが
できる地域社会の実現を目指します。
　共生社会の実現のため、手話を使用しやすい環境整備にご協力をお願いします。

   
手話 は大切な言語
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幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
左
表
の

と
お
り
幼
稚
園
を
開
放
し
ま
す
。

　
開
放
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
か
ら
午
前
11
時
ま
で
で
す
。

　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
赤
十
字
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

へ
の
賛
同
と
資
金
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

瀬
戸
内
市
地
区（
事
務
局
・
福
祉
課
）

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

　
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
は
「
児
童
福
祉

週
間
」
で
す
。
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
啓
発
事
業
や
行
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

の
標
語
は
、「
そ
の
気
持
ち　

誰

か
を
笑
顔
に
さ
せ
る
種
」
で
す
。

　
家
族
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

　
さ
せ
、
か
つ
実
施
し
た
目
印
と

　
し
て
耳
先
Ｖ
字
カ
ッ
ト
の
手
術

　
を
さ
せ
、
そ
の
猫
を
元
の
場
所

　
に
戻
せ
る
人

③
手
術
を
行
う
病
院
に
、
自
ら
猫

　
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
人

▽
補
助
金
額

　
１
匹
に
つ
き
、
上
記
手
術
費
用

に
相
当
す
る
額
（
上
限
１
万
円
）

▽
そ
の
他　
補
助
実
施
期
間
は
、

　
２
０
２
０
年
３
月
末
日
ま
で
と

　
し
ま
す
が
、
予
算
額
に
達
し
た

　
時
点
で
終
了
と
し
ま
す
。ま
た
、

　
手
術
後
の
申
請
は
対
象
外
と
し

　
ま
す
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
市
で
は
、
障
害
児
に
対
し
、
年

１
回
７
月
に
福
祉
年
金
を
支
給
し

ま
す
。
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
障
害
児
福
祉

年
金
証
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
通
称
：

野
良
猫
）
の
ふ
ん
尿
な
ど
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
繁
殖
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

動
物
愛
護
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

し
て
、
市
内
で
捕
獲
し
た
飼
い
主

の
い
な
い
猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を

行
う
人
に
対
し
て
、
手
術
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
対
象
要
件
（
①
〜
③
の
条

　

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
）

①
瀬
戸
内
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
瀬
戸
内
市
内
で
捕
獲
し
た
飼
い

　
主
の
い
な
い
猫
に
手
術
を
受
け

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

  

不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

▽
支
給
要
件

　
平
成
31
年
４
月
１
日
ま
で
に
手

帳
を
取
得
し
、
平
成
31
年
４
月
１

日
時
点
で
１
年
以
上
市
内
に
居
住

し
て
い
る
20
歳
未
満
の
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

※
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
人
は
、
対
象
外
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
〜
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
受
付
期
間

　
５
月
７
日
（
火
）
〜
31
日
（
金
）

　

福
祉
課
、
市
民
課
、
牛
窓
支
所
、

裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

相  

談

  

障
害
児
福
祉
年
金
を

  

支
給
し
ま
す

問

  

５
月
５
〜
11
日
は

  

児
童
福
祉
週
間

し
ょ
う
。
児
童
福
祉
関
係
の
心
配

ご
と
な
ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
経
済
産
業
省
は
、
従
業
員
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対

象
に
、
２
０
１
９
年
６
月
１
日
時

点
で
「
２
０
１
９
年
工
業
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。
統
計
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

  

幼
稚
園
の
園
庭
を

  

開
放
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

　

平
成
31
年
４
月
分
か
ら
翌
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
、４
１
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
す
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利

用
し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な

い
人
に
対
し
、
電
話
・
文
書
・
訪

問
に
よ
り
早
期
に
納
め
る
よ
う
案

内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
を

行
い
、
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
が

な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、納
付
義
務
者（
被

保
険
者
本
人
、
連
帯
し
て
納
付
す

る
義
務
を
負
う
配
偶
者
お
よ
び
世

帯
主
）
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の

申
請
に
つ
い
て
】

　

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ

の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度

（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
分
（
平
成
31
年
７

月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま
で
）
の

免
除
な
ど
の
受
付
は
、
今
年
７
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

問 問

問

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ ５月 ６月 ７月

牛窓東 0869-34-2104 14 日（火）11 日（火） ９日（火）

今城 086-943-8715 ７日（火）11 日（火） ９日（火）

邑久 0869-22-0027 ７日（火）11 日（火） ９日（火）

国府 0869-26-3446 14 日（火）11 日（火） ９日（火）

行幸 0869-26-3447 14 日（火）11 日（火） ９日（火）

問
相

問 申

手帳名 支給額
（年額）

 身体障害者手帳１～２級
 療育手帳Ａ
 精神障害者保健福祉手帳１級

10,000 円

 身体障害者手帳３～４級
 療育手帳Ｂ
 精神障害者保健福祉手帳２級

8,000 円

▽支給額

※できるだけ徒歩、自転車でお越しください。

  

５
月
は

  

赤
十
字
運
動
月
間

  

工
業
統
計
調
査
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問

　平成30年 11月から実施していました邑久スポーツ公園テニスコートの改修工事
が完了し、平成31年３月16日から利用が可能となりました。工事期間中、市民の
皆さんにはご不便、ご迷惑をお掛けしましたが、この機会にぜひご利用ください。

▽利用時間　午前９時～午後９時

▽利用料金　

▽休園日　月曜日、祝日の翌日（それらの日が祝日、土曜日または日曜日
　にあたるときは、その翌日）、年末年始
※本改修工事は、独立行政法人日本スポーツ振興センターのスポーツ振興
　くじ助成金（地域スポーツ施設整備助成）を受けて実施しました。
　邑久スポーツ公園　☎０８６９-２２-２２１１

邑久スポーツ公園テニスコートをリニューアル！

問

単位
市内在住者または市内在勤（学）者 その他の者

高校生以下 一般 一般（高校生を含む）

１面 １時間当たり 200 円 400 円 800 円

照明 １時間当たり 400 円
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▽
修
了
条
件　
全
22
回
中
15
回
以

　
上
の
出
席
（
欠
席
７
回
ま
で
）

▽
申
込
期
限　
５
月
24
日
（
金
）

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　
県
で
は
、
難
聴
者
な
ど
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
要
約
筆

記
者
を
養
成
す
る
た
め
、
要
約
筆

記
者
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間　

６
月
２
日
（
日
）

　
〜
12
月
８
日
（
日
）
毎
回
日
曜
日

▽
申
込
期
限　

　
５
月
24
日
（
金
）
必
着

　
　

岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
４-

０
２
２
１

　
岡
山
市
ふ
れ
あ
い
公
社
で
は
、

手
話
を
駆
使
し
て
特
定
の
聴
覚
障

害
者
と
日
常
会
話
が
可
能
な
人
を

対
象
に
、
手
話
通
訳
に
必
要
な
語

彙
、
手
話
通
訳
表
現
技
術
と
基

　
市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
な
ど
の

意
思
疎
通
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
昨
年
度
の
入
門
編
か
ら
続
く
講

座
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
入
門

編
を
修
了
し
た
人
も
し
く
は
そ
れ

に
該
当
す
る
講
座
を
修
了
し
た
人

を
対
象
と
し
ま
す
。

▽
日
時

　
６
月
５
日（
水
）〜
11
月
６
日（
水
）

　
毎
週
水
曜
日（
８
月
14
日
は
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
22
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
24
人

▽
参
加
費　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
３
、２
４
０

　
円
が
必
要
、
昨
年
度
入
門
編
を

　
受
講
し
た
人
は
同
じ
テ
キ
ス
ト

　
を
使
用
し
ま
す
。

本
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
岡
山
市
手
話
学
校
（
手
話
通

訳
者
養
成
基
本
・
応
用
課
程
）
を

開
講
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
期
間　

６
月
３
日
（
月
）

　
〜
令
和
２
年
３
月
９
日
（
月
）

　
（
各
講
共
通
）

▽
受
講
資
格
試
験　
５
月
13
日（
月
）

▽
申
込
期
限　
５
月
３
日（
金・祝
）

　
　

岡
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
管

理
事
業
係

☎
０
８
６-

２
７
４-

５
１
５
１

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
年
９

回
糖
尿
病
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
初
回
は
、
内
科
医
師

に
よ
る
初
歩
講
座
で
す
。

　
糖
尿
病
が
気
に
な
っ
て
い
る
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
申
し

込
み
は
不
要
）。

▽
日
時　
５
月
31
日
（
金
）

　
午
後
２
〜
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
糖
尿
病
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

▽
講
師　
加
原
健
治
氏（
内
科
医
）

▽
参
加
費　
無
料

　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

　
毎
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た「
市
民
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
駐
車
場
整
備
工
事
の
た
め
、

や
む
な
く
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
整
備
工
事
は
、

来
年
３
月
に
完
了
予
定
で
す
の

で
、
来
年
の
開
催
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
仲
間
を
つ
く
っ
た

り
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
親
子
の
絆

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が

き
た
（
Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を

開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
一
緒
に
子
育
て
に
つ

い
て
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
５
月
9
日
、16
日
、23
日
、

30
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
対
象
者　
平
成
30
年
12
月
〜
平

　
成
31
年
2
月
生
ま
れ
の
第
１
子

　
と
そ
の
母
親
で
全
４
回
に
参
加

　
で
き
る
人

▽
定
員　
10
組
（
先
着
順
）

※
５
組
以
上
の
参
加
で
開
催
し
ま
す
。

▽
参
加
費

　
１
、０
２
６
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　
　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
３
３

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

問

相  

談

募　
　

集

問
申

  

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た

  

手
話
奉
仕
員

  

養
成
講
座
（
基
礎
編
）

  

市
民
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

  

は
中
止
し
ま
す

  
糖
尿
病
教
室

  

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

  

岡
山
市
手
話
学
校

問
申

を購入したが、ソフトウ
エアが起動せず、収入が
得られない。
　苦情を伝えるため、相
手業者に電話を掛けても
つながらない。

第 30話　簡単に高額収入は得られません。

  消 費 生 活
安心ほっとライフライフライフ

＜アドバイス＞
●副業や投資などで高収入を得るためのノウハウと称
　して、インターネットなどで販売されている情報の
　ことを「情報商材」といいます。
●広告などをきっかけに、簡単に収入が得られると信
　じて契約したものの、説明と違って収入が得られな
　いという相談が寄せられています。情報商材をきっ
　かけに、ソフトウエアやコンサルティングなどを契
　約させられるケースもあるので、注意が必要です。

★寄せられた相談をみると、実際にはあまり価値のな
　い情報が高額で販売されていますが、契約前に内容
　を確かめることはできないので、安易に信用して事
　業者に連絡しないでください。
★困ったときは、消費生活センターへご相談ください。
　瀬戸内市消費生活センター　☎０８６９-２４ -８０１１問

　　　　「情報商材」のトラブル！

　「誰でもすぐ収入が得られる」というメールマガ
ジンを見つけ、10 万円で情報商材とソフトウエア

ミニ手話コーナー《簡単な手話を覚えてみよう！》

あいさつの手話です。笑顔であいさつしてみよう！

アスパラとサケの
豆乳クリームパスタ

◆作り方
①スパゲッティをゆでる。
②アスパラガスは、３～４等分に切り、さっとゆでる。
③玉ねぎは薄切りにする。
④サケは、骨を除いて一口大に切る。
⑤フライパンでサケを焼き、火が通ったら皿に取り出す。
⑥フライパンにバターを熱し、玉ねぎを炒める。
⑦小麦粉を加え、粉っぽさがなくなるまで炒める。
⑧豆乳を少しずつ加えながら混ぜ、②⑤を加える。
⑨コンソメで味を調え、①を入れて味をからめる。
※豆乳の代わりに牛乳でもよいです。●スパゲッティ（240g）

●生サケ（60g × 4切れ）
●アスパラガス（140g）
●玉ねぎ（160g）
●バター（8g）

　　　　　　　 栄養士会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６１

◆材料（４人分）
●小麦粉（小さじ 2強）
●無調整豆乳（600cc）
●顆粒コンソメ（小さじ 2）
●こしょう（少々）

問

　瀬戸内市民病院では、さまざまな
テーマで健康教室を開催していま
す。ぜひご参加ください。

▽日時　５月 16 日（木）
　午後２～３時

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　あなたは大丈夫？
　～認知症について知ろう！～

▽講師　小林裕一郎氏（作業療法士）

▽定員　30 人

▽参加費　無料

▽申込期限　５月 15 日（水）
　　瀬戸内市民病院
☎０８６９-２２ - １２３４

なるほど !! 健康教室

問申

問問
申

問
申
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お
い
し
い
屋
台
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
な
ど
１
０
０
円
か
ら
楽
し
め

ま
す
。
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
11
日
（
土
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ス
マ
イ
ル
（
瀬
戸
内
市
民

　
病
院
向
か
い
）

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
（
無
料
）
に
応
じ
ま
す
。
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
16
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　
相
手
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
心

で
聴
い
て
受
け
止
め
る
「
傾
聴
」。

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、福
祉
施
設
な
ど
で「
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
の
活

動
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
傾

聴
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
を
開

催
し
ま
す
（
参
加
費
無
料
）。

　
講
師
は
、
教
職
員
を
支
援
す
る

「
沢
田
の
杖
塾
」
を
主
宰
し
て
い

る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
で
す
。

　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
６
月
７
日
、
14
日
、
７

　
月
５
日
、
12
日
、
８
月
23
日
、

　
30
日
、
９
月
６
日
、
13
日
（
い

　
ず
れ
も
金
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
８
回
）

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
ス
マ
イ
ル
（
瀬
戸
内
市
民

　
病
院
向
か
い
）

▽
対
象
者

　
な
る
べ
く
全
日
受
講
で
き
る
人

▽
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

　
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　

－

岡
山
の
法
人
・
企
業

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に

－　

　
　
　
　
　

美
術
巨
匠
逸
品
展

　
岡
山
県
で
は
、
戦
後
早
く
に
日

展
が
誘
致
さ
れ
る
な
ど
、
文
化
事

業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
岡
山
県
内

の
法
人
、
企
業
な
ど
に
所
蔵
さ
れ

て
き
た
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
広
く

公
開
さ
れ
る
機
会
の
な
か
っ
た
逸

品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　
明
治
以
降
の
日
本
画
、
洋
画
か

ら
、
各
時
代
を
象
徴
す
る
作
家
の

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
４
月
20
日
（
土
）

　
〜
６
月
16
日
（
日
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
５
月
７

　
日
（
火
）、
13
日
（
月
）、
20
日

　
（
月
）、
27
日
（
月
）

※
４
月
27
日
〜
５
月
６
日
（
ゴ
ー

　
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
）
は
開
館

　
し
ま
す
。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
６
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
内
で
作
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
、
作
品
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説

し
ま
す
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　
５
月
３
日
（
金
・
祝
）、

　
毎
週
日
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
（
約
30
分
）

▽
参
加
費　
要
観
覧
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-
３
１
３
０

催
し
物

相　
　

談

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　

５
月
18
日
（
土
）
は
「
国
際

博
物
館
の
日
」
の
た
め
、
瀬
戸

内
市
立
美
術
館
と
備
前
長
船
刀

剣
博
物
館
の
入
館
・
観
覧
料
が

無
料
で
す
。

問
申

問
予

  
第
10
回
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  
養
成
講
座

  

年
金
相
談
  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

　小  学校に向けて気持ちを新たに 裳掛児童館卒園式　

　裳掛児童館で３月 25 日、卒園式が

行われました。

　本年度、裳掛地区に新しい子ども園

が完成するため、裳掛児童館としては

最後の卒園式。卒園児らは修了証書を

受け取った後、児童館での思い出を在

園児や保護者らの前で歌とともに話

し、感謝の気持ちを伝えました。

　最後に、卒園の歌「さよならぼくた

ちのじどうかん」をみんなで歌い、小

学校に向けて気持ちを新たにしていま

した。

それぞれの将来の夢を話す卒園児

問

  

青
空
ス
マ
イ
ル
市

問

一緒に長島をきれいにしましょう

　
長
島
愛
生
園
に
入
所
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
作
品
を
中
心
と
し
た
ハ

ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
展
示
会
「
第

13
回
長
島
か
ら
の
風
」
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時

　
５
月
24
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

道
の
駅
黒
井
山
グ
リ
ー

　
ン
パ
ー
ク　
ゆ
う
ゆ
う
交
流
館

　
（
邑
久
町
虫
明
５
１
６
５-

１
９
６
）

▽
内
容　

絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、

　
組
み
木
、
短
文
芸
、
愛
生
園
紹

　
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど

　

長
島
愛
生
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
０
３
３

　
毎
年
８
月
に
開
催
し
て
い
る
邑

久
光
明
園
納
涼
夏
祭
り
で
す
が
、

今
年
は
大
通
り
側
施
設
整
備
の
た

め
、
中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

邑
久
光
明
園
入
所
者
自
治
会

☎
０
８
６
９-

２
５-

１
２
７
８

　
長
島
愛
生
園
の
入
所
者
の
生
活

の
跡
が
残
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
清
掃
し
な
が
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
６
月
２
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

※
午
後
１
時
か
ら
歴
史
館
の
見
学

　
あ
り
（
希
望
者
の
み
）

▽
集
合
場
所

　
長
島
愛
生
園
新に
い
ら
だ
良
田
教
室
講
堂
前

▽
持
っ
て
く
る
も
の　
軍
手
、袋
、

　
火
ば
さ
み
（
あ
れ
ば
）、
弁
当

▽
定
員　
１
０
０
人

▽
申
込
期
限　
５
月
24
日
（
金
）

　
　

ハ
ン
セ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ゆ
い
の
会
」
事
務
局

☎
０
８
６-

２
３
４-

１
７
１
１

  

ハ
ン
セ
ン
病
問
題

  

啓
発
展
示
会

  

邑
久
光
明
園
納
涼
夏
祭
り

  

は
中
止
し
ま
す

問 問

  

長
島
第
３
回

  

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

問
申

　地  域をみんなで盛り上げる 第１回玉津の市　

市を盛り上げた名刀太鼓の演奏

だがしが飛び出す紙芝居

一人一人に修了証書が手渡されました

池田遙邨「烏城図」1966 年
天満屋所蔵　玉津コミュニティセンター広場で３月

17 日、玉津の市が開催されました。

　地域をみんなで盛り上げようと、市の定

期開催を目指し、玉津地区農山漁村活性化

協議会が企画。初めての玉津の市には、蒸

し牡蠣や温かいとん汁、留学生による世界

各国の料理に地元産の新鮮野菜など、おい

しいものが所狭しと並び、朝から大勢の人

が詰めかけました。

　また、だがしが飛び出す紙芝居や名刀太

鼓の演奏もあり、訪れた買い物客は思い思

いに市を楽しんでいました。



　  「日本刀解体新書 Ⅱ」（４月 27日～７月７日）刀

52019年 　　 月の予定

人の動き《平成 31年４月１日現在、かっこ内は前月比》
人口 ３７，３５１人 （－２０） 男 １７，９１９人  （－２０）

世帯 １５，５６６世帯（＋５２） 女 １９，４３２人  （±　０）

1 水即位の日
2 木国民の休日
3 金憲法記念日
4 土みどりの日

5 日こどもの日体瀬戸内市陸上競技記録会　9：00 ～　備前市総合運動公園
6 月振替休日
7 火 ⑨窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

8 水 ⑧１歳６か月児健診【対象：平成 29年 10 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

9 木 ⑧２歳児健診【対象：平成29年１月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

10 金 ⑤離乳食講習会【対象：７～ 12カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑦精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

11 土

12 日

体瀬戸内市ソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体瀬戸内市春季ソフトボール大会　7：00 ～
　邑久スポーツ公園、長船スポーツ公園
体歩こう会　両宮山古墳コース　8：29　邑久駅発

13 月
14 火 ⑥こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

15 水
③住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑧乳児健診（４カ月児）【対象：平成 30年 12 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

16 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

17 金

18 土
体瀬戸内市スポーツ吹矢大会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
体瀬戸内市体協ゴルフ大会　8：00 ～　長船カントリークラブ

19 日
20 月 体瀬戸内市春季ペタンク大会　8：00 ～　円張釣り公園

21 火

22 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑧３歳児健診【対象：平成27年 11月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

23 木

24 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑤離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

25 土

26 日
体瀬戸内市バドミントン大会　8：30 ～　邑久中学校体育館
体瀬戸内市テニス交流会　9：00 ～　邑久スポーツ公園

27 月
28 火 ④育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

29 水
30 木
31 金

刀 美
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　  「ー岡山の法人・企業コレクションを中心にー　美術巨匠逸品展」（４月 20日～６月 16 日）美

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問市民課　☎０８６９-２２ - ３９２２
③住宅増改築相談（奇数月に相談受付） 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
④育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑤離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６１
⑥こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑧子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑨窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問消費生活センター　☎０８６９-２４ - ８０１１
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予子ども包括支援センター　☎０８６９-２４ - ８０３３

問予

問い合わせ・予約先など

刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ - ７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ - ３１３０
体瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送付
してください。匿名・ペンネームを希望す
る場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿作品や原稿は返却しま
せん。掲載の都合上、全ての作品や原稿を
掲載できない場合がありますので、あらか
じめご了承ください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292   瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

休
館
日

休
館
日

軽自動車税【全期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

５月31日（金）が納付期限の市税・保険料

※５月 18日（土）は「国際博物館の日」のため、
　瀬戸内市立美術館と備前長船刀剣博物館の
　入館・観覧料が無料です。

本紙
12 ページ参照

http://setouchi-taikyo.or.jp/
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　千
せんずさん

手山弘
こうぼうじ

法寺踟
ねりくよう

供養（県指定重要無形民俗文化財）が
本年も次のとおり行われます。
　踟供養は、良い行いに励む人を阿弥陀如来が聖

しょうじゅ

衆とと
もに極楽浄土へ導く様子を劇化した行事です。

▽日時　５月５日（日・祝）
※雨天の場合、行列中止
　午後２時～　法会
　午後３時～　行列開始

▽場所　遍明院（牛窓町千手）
　遍明院　☎０８６９-３４ - ２０５０
HP   http://www.nerikuyo.com/

千手山弘法寺踟供養踟供養踟供養踟供養

  けいじばん

中将姫像を持つ表観音
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